
日時：2017年7月22日(土) 17:00～18:30
会場：慶應義塾大学病院 孝養舎 2階

「マルチメディアカンファレンスルーム」

主催：中外製薬株式会社

この度、下記プログラムで「第8回小児がんケア検討会」を開催する運びとなりました。
小児緩和ケアは、診断後早期から、場所を問わず継続的に提供されるものとして、重視されて
います。今回は、病院から在宅医療へと移行した子どもと家族が、どのような生活を送ってい
るのかを、訪問診療医、訪問看護師の立場からご紹介いただきます。皆様と小児緩和ケアにつ
いて改めて学び、考える機会にできればと思います。

【演者】 さいわいこどもクリニック 院長 宮田 章子

「在宅における子どもと家族のための緩和ケア
ー小児がんを中心にー」

【座長】 慶應義塾大学医学部 小児科 助教 嶋 晴子

【演者】 訪問看護ステーションそら 所長 看護師
木内 昌子

「在宅緩和ケアを受ける
小児がんの子どもと家族の生活の実際」

【座長】 慶應義塾大学病院 小児看護専門看護師 熊谷 祐美

【司会】 慶應義塾大学病院 小児看護専門看護師 西村 実希子

参加をご希望の方は murataats@chugai-pharm.co.jp までご連絡下さい。
当日参加も可能です。当日はお弁当をご用意しております。

特別講演1 17:00 - 17:30 講演 17:30 – 17:40 質疑応答

特別講演2   17:40 - 18:10 講演 18:10 – 18:20 質疑応答

18:20 - 18:30 意見交換等

mailto:murataats@chugai-pharm.co.jp


講演会場：
孝養舎2階

会場地図

【JR】
・総武線「信濃町」駅下車、徒歩約1分

【地下鉄】
・都営大江戸線「国立競技場」駅下車（A1番出口）、徒歩約5分
・丸の内線「四谷三丁目」駅下車（1番出口）、徒歩約15分
・半蔵門線・銀座線「青山一丁目」駅下車（0番出口）、徒歩約15分
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